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令和４年３月で営業を終えたキトウシ高原ホテル

議会だより
ひがしかわ



入湯税
18,501　2.0%

道支出金
482,715　3.5%

その他
320,854　2.3%

利子　45,365　0.3%

国庫支出金
1,756,428　12.9%

維持補修費積立・貸付金等
857,642　6.3%

繰出金
186,600　1.4%
単独事業
435,585　3.2%

扶助費
559,085　4.1%

町民税
348,501
38.3%

土木費
1,553,760
    11.4%

総務費
4,099,342
30.0%

軽自動車税
23,441　2.6%23,441　2.6%

衛生費
388,391　2.8%

その他
247,237　1.8%諸支出金

707,602　5.1%

農林業費
2,741,741
20.1%

繰入金
709,461　5.2%
分担金負担金
32,547　 0.3%

その他
1,517,028
   11.0%

たばこ税
44,300　4.9%

商工費
304,734　2.2%

諸収入
390,027　2.9%

町税
909,730　6.7%

物件費
2,342,246
　　　17.1%

人件費
1,685,783
12.3%

地方交付税
4,380,310
32.0%

　補助費等
1,995,815
14.6%

歳入総額
13,668,000千円
100.0%

歳出総額
13,668,000千円
100.0%

  町債
3,168,900
    23.2%

　　元金
1,737,140
12.7%

補助事業
  3,820,739
　　　28.0%

町税
909,730千円
100.0%

歳出総額
13,668,000千円
100.0%

固定資産税
  474,987
  52.2%

教育費
761,910　5.6%  民生費

1,078,969
7.9%

公債費
1,784,314
13.1%

自主財源と依存財源

性質別歳出の内訳

町税の内訳

目的別歳出の内訳

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

自主財源
26.1％

消費的経費
48.1%

公債費
13.0%

その他
7.7%

依存財源
73.9％

投資的経費
31.2%

令和４年度　各会計予算総括表 （単位：千円）

区　　　分
令和４年度
当初予算額
Ａ

令和３年度
当初予算額
Ｂ

比  　   較
増 減 額
（A-B)=C

増減比率
（Ｃ／B）=Ｄ

一 般 会 計 13,668,000 10,128,000 3,540,000 34.95%
特
別
会
計

公共下水道事業 251,000 237,000 14,000 5.91%
国保町立診療所 705,000 429,000 276,000 64.34%
特別会計合計 956,000 666,000 290,000 43.54%
総 合 計 14,624,000 10,794,000 3,830,000 35.48%

※特別会計は当初予算との比較

一部事務組合、広域連合への負担金額（一般会計内数）当初予算比（単位：千円）
区　　分 令和４年度 令和３年度 増減額 増減比率

大雪地区広域連合 411,676 410,402 1,274 0.31%
大 雪 葬 斎 組 合 36,131 9,665 26,466 273.83%
大 雪 清 掃 組 合 91,529 92,271 ▲ 742 ▲ 0.80%
大 雪 消 防 組 合 187,637 191,641 ▲ 4,004 ▲ 2.09%

令和４年度 予 算 特 集

令和４年度 一 般 会 計
13,668,000

特別会計特別会計
956,000956,000

34.95%

0 2,000,000 4,000,000 6,000,000 8,000,000 10,000,000 12,000,000 14,000,000 16,000,000

43.54% 35.48%35.48%
増増

総計  14,624,000 千円

総計  10,794,000 千円

令和３年度 一 般 会 計
10,128,000

特別会計特別会計
666,000666,000
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
・

２
特
別
会
計
予
算
案
に
つ
い

て
総
務
文
教
・
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
分
か
れ
て
、 

３

月
８
日
〜
10
日
議
案
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

総
額
１
３
６
億
６
８
０
０

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

対
比
35
・
９
５
％
の
増
、
２

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額

は
、
１
４
６
億
２
４
０
０
万

円
で
、
前
年
比
38
億
３
０
０

０
万
円
、
35
・
４
８
％
の
増

で
す
。

歳
入

①
町
税（

９
億
９
７
３
万
円
）

　

コ
ロ
ナ
禍
な
が
ら
企
業
業

績
が
改
善
す
る
国
の
見
込
み

を
受
け
、
個
人
町
民
税
は
所

得
割
で
１
４
４
０
万
円
を
増

額
し
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば

こ
税
、
入
湯
税
な
ど
で
若
干

の
増
額
で
す
。

②
地
方
交
付
税

（
43
億
８
０
３
１
万
円
）

　

普
通
交
付
税
は
２
７
７
万

円
増
の
31
億
２
０
３
１
万
円
、

特
別
交
付
税
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
増
員
や
防
災
施
設

修
繕
事
業
な
ど
で
１
億
９
０

０
０
万
円
増
の
12
億
６
０
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

③
寄
附
金

（
11
億
１
０
０
０
万
円
）

　

株
主
事
業
寄
附
金
で
昨
年

当
初
よ
り
２
億
円
増
の
９
億

円
を
計
上
し
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
は
昨
年
同
様
の
２

億
１
０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

④
町
債（31

億
６
８
９
０
万
円
）

　

キ
ト
ウ
シ
保
養
施
設
整
備

事
業
で
交
付
金
を
差
し
引
い

た
残
り
21
億
２
３
５
０
万
円

を
辺
地
債
で
計
上
し
ま
す
。

歳
出

①
防
災
対
策
修
繕
事
業

（
３
６
９
８
万
円
）

　

防
災
情
報
伝
達
個
別
端
末

（
ス
マ
ホ
）
貸
与
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

②
児
童
福
祉
対
策
事
業

（
６
９
９
万
円
）

　

新
た
な
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
子
育
て
中
の
保
護
者

が
孤
立
し
な
い
よ
う
育
児
休

業
日
を
設
定
す
る
な
ど
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
就
学
前
ま
で

切
れ
目
な
い
支
援
制
度
を
試

行
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
予
算

③
学
童
保
育
事
業

（
５
９
８
０
万
円
）

　

指
導
員
、
特
別
支
援
体
制

の
強
化
や
夏
季
・
冬
季
休
業

中
に
お
け
る
給
食
提
供
を
試

行
し
ま
す
。 

④
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

整
備
事
業　
　
　
（
１
億
円
）

　

用
地
取
得
、
解
体
工
事
、

用
地
基
盤
整
備
事
業
で
辺
地

債
に
よ
り
新
年
度
は
１
億
円

の
負
担
金
を
計
上
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

　

総
額
２
億
５
１
０
０
万
円

で
、
１
４
０
０
万
円
増
で
す
。

町
立
診
療
所
特
別
会
計

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
工

事
を
含
む
大
規
模
改
修
を
行

い
２
億
７
６
０
０
万
円
増
の

総
額
７
億
５
０
０
万
円
で
す
。

総
括

　

経
常
一
般
財
源
36
億
３
９

５
６
万
円
、
予
算
の
段
階
で

経
常
収
支
比
率
は
78
・
７
％

で
、
前
年
度
よ
り
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

積
立
基
金
は
、
一
般
会
計

28
億
４
２
４
８
万
円
。

　

土
地
開
発
基
金
、
備
荒
資

金
を
含
め
た
総
額
は
31
億
２

３
１
５
万
円
の
見
込
み
で
す
。

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

町
債
残
高
が
年
度
末
に

は
16
億
円
増
え
１
４
６
億

円
に
な
り
ま
す
が
、
キ
ト

ウ
シ
保
養
施
設
の
起
債
は
、

後
年
負
担
に
つ
な
が
り
ま

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

事
業
主
体
の
Ｊ
Ａ
ひ
が

し
か
わ
へ
今
年
度
１
億
円

を
交
付
す
る
理
由
と
完
成

し
た
後
、
町
が
受
け
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

Ａ
（
町
長
）

　

町
の
主
幹
産
業
を
支
え

る
た
め
で
、
完
成
後
は
農

家
の
所
得
増
が
町
の
税
収

増
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
財
源
と

し
て
住
民
福
祉
向
上
に
貢

献
す
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

せ
ん
か
。

Ａ
（
町
長
）

　

キ
ト
ウ
シ
保
養
施
設
分

は
３
年
間
に
わ
た
り
基
金

を
積
む
こ
と
で
借
金
が
残

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

町
債
は
交
付
税
措
置
の

分
や
基
金
の
分
、
公
営
住

宅
の
家
賃
分
を
引
く
と
実

質
負
担
は
26
億
円
に
な
り
、

起
債
し
た
分
以
上
の
基
金

積
立
を
行
っ
て
い
き
年
々

償
還
額
を
減
ら
し
ま
す
。
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●　
第
１
回
定
例
会
を
、
令
和
４
年
３
月
７
日
か
ら

14
日
ま
で
の
８
日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

●　
４
名
の
議
員
が
、
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

●　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
・
２
特
別
会
計
の
予
算

案
・
各
種
条
例
案
・
報
告
な
ど
、
お
よ
び
令
和

３
年
度
一
般
会
計
・
２
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
、

議
案
18
件
・
議
員
提
出
案
９
件
に
つ
い
て
審
議

し
原
案
可
決
ま
た
は
同
意
・
報
告
済
と
し
ま
し
た
。

●　
東
川
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
第
９
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億

２
０
１
８
万
円
を
増
額
し
、

総
額
は
１
１
８
億
６
８
３
１

万
円
で
、
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。

①
「
写
真
の
町
」
ひ
が
し
か

わ
株
主
事
業

（
１
億
６
６
０
０
万
円
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と

シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
増
額
で

す
。

②
「
写
真
の
町
」
国
際
化
推

進
事
業（

▲
１
１
３
３
万
円
）

　

執
行
残
の
減
額
で
す
。

③
日
本
語
学
校
運
営
事
業

（
▲
１
０
０
０
万
円
）

　

研
修
生
の
減
少
に
よ
り
、

日
本
語
学
校
校
納
金
を
減
額

し
ま
す
。

④
国
民
健
康
保
険
等
推
進
事

業　
　
（
▲
３
６
４
３
万
円
）

　

決
算
見
込
み
額
の
確
定
に

伴
い
、
負
担
金
を
減
額
し
ま

す
。

⑤
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事

業　
　
　
（
▲
７
７
０
万
円
）

　

い
き
い
き
農
園
整
備
事
業

及
び
キ
ト
ウ
シ
保
養
施
設
整

備
事
業
に
伴
う
、
工
事
請
負

費
そ
れ
ぞ
れ
の
執
行
残
を
減

額
し
ま
す
。

⑥
「
写
真
の
町
」
推
進
事
業

（
▲
２
４
３
３
万
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
な
ど
、
事

業
内
容
の
変
更
に
よ
り
減
額

し
ま
す
。

⑦
萬
二
橋
長
寿
命
化
修
繕
事

業　
　
（
▲
２
９
５
２
万
円
）

　

本
年
度
の
事
業
費
が
確
定

し
た
こ
と
に
よ
り
、
減
額
し

ま
す
。

⑧
幼
児
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

（
▲
１
６
７
０
万
円
）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
月

額
保
育
士
等
の
確
保
と
、
賃

金
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特

例
交
付
金
を
増
額
し
、
一
般

財
源
を
減
額
し
ま
す
。

⑨
土
地
開
発
基
金
事
業

（
４
５
０
０
万
円
）

　

土
地
の
先
行
取
得
を
行
う

た
め
、
積
立
額
を
１
億
５
５

０
０
万
円
か
ら
２
億
円
に
増

額
し
ま
す
。

⑩
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
金
事
業

（
１
億
１
４
０
０
万
円
）

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
、
５
社
か
ら
の
寄
附
金

に
つ
い
て
、
積
立
金
を
増
額

し
ま
す
。

⑪
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

事
業
基
金
事
業

（
１
億
４
０
０
０
万
円
）

　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
整
備
事
業
へ
、
積
み
立

て
る
た
め
に
増
額
し
ま
す
。

下
水
道
特
別
会
計
補
正
第
３
号

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

０
４
１
万
円
増
額
し
、
総
額

は
２
億
９
６
７
８
万
円
で
す
。

　

西
部
処
理
区
で
の
事
業
追

加
に
よ
る
増
額
は
、
旭
川
市

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥

焼
却
炉
更
新
工
事
な
ど
の
実

施
に
伴
い
負
担
金
を
増
額
し

ま
す
。

第
１
回
定
例
会

診
療
所
特
別
会
計
補
正
第
５
号

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

４
０
万
円
増
額
し
、
総
額
は

４
億
４
５
０
１
万
円
で
す
。

　

予
算
の
執
行
状
況
を
精
査

し
、
増
額
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
新
規
制
定
と
一
部
改
正

　

主
な
も
の
は
、
次
の
通
り

で
す
。

①
東
川
町
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
条

例
の
制
定

　

体
験
農
園
は
36
区
画
で
利

Ｑ
（
杉
本
岳
大
議
員
）

　

臨
時
特
例
交
付
金
の
範

囲
は
。

Ａ
（
子
ど
も
未
来
課
長
）

　

２
月
・
３
月
の
２
カ
月

分
で
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
24

名
、
こ
ま
く
さ
保
育
園
11

名
、
放
課
後
児
童
支
援
員

４
名
で
す
。

第１回第１回  定例会を開催定例会を開催

ゆめファーム管理棟
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④
ケ
ビ
ン
建
設
事
業

（
４
億
６
４
７
０
万
円
）

⑤
温
泉
施
設
整
備
事
業

（
24
億
５
４
９
７
万
円
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取
り
組
む

適
疎
な
町
宣
言

用
期
間
は
、
５
月
１
日
か
ら

10
月
31
日
ま
で
、
１
区
画
１

シ
ー
ズ
ン
１
５
０
０
０
円
、

町
民
は
１
０
０
０
０
円
で
２

区
画
ま
で
使
用
と
し
て
い
ま

す
。

②
東
川
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

③
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と

仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
に

講
じ
る
措
置
で
す
。

④
東
川
町
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
「
土
地
開
発
基
金
」
に
お

け
る
基
金
積
み
立
て
の
上
限

額
を
「
１
億
５
５
０
０
万

円
」
か
ら
「
２
億
円
」
に
改

正
す
る
も
の
で
す
。

⑤
東
川
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

⑥
東
川
町
使
用
料
及
び
手
数

料
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　

改
正
か
ら
15
年
以
上
が
経

過
し
、
大
幅
な
状
況
の
変
化

に
伴
い
、
全
庁
的
に
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

規
約
の
一
部
を
改
正

　

上
川
町
村
等
公
平
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
一
部
を
改

正
す
る
規
約

町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

　

北
町
３
丁
目
宅
地
造
成
に

伴
う
道
路
新
設
に
お
け
る
廃

止
及
び
認
定
と
、
キ
ト
ウ
シ

高
原
ホ
テ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス

す
る
道
路
の
認
定
で
す
。

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　

主
な
も
の
は
、
次
の
通
り

で
す
。

①
万
年
橋
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
事
業（

２
億
８
４
０
万
円
）

②
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
等
整
備
事
業　
（
26
億
円
）

③
家
具
産
業
振
興
施
設
整
備

事
業（

３
億
５
０
０
０
万
円
）

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

公
共
下
水
道
料
金
は
、

一
人
暮
ら
し
の
世
帯
に
は

負
担
が
重
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

Ａ
（
税
務
定
住
課
長
）

　

１
人
、
２
人
、
３
人
世

帯
と
分
け
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
料
金
改
正
を
行
い

ま
す
。

Ｑ
（
山
家
祥
幸
議
員
）

①
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
場

の
ナ
イ
タ
ー
料
金
を
、
５

０
０
円
か
ら
１
０
０
０
円

に
変
え
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
。

②
森
林
体
験
研
修
セ
ン
タ

ー
の
使
用
料
が
宿
泊
１
人

か
ら
１
棟
１
泊
に
改
定
し

た
根
拠
は
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

①
東
川
振
興
公
社
独
自
に

上
限
を
定
め
て
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
、

現
実
的
な
料
金
設
定
を
し

ま
し
た
が
、
柔
軟
な
運
用

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
（
能
登
暢
吉
議
員
）

　

現
状
の
角
度
の
ま
ま
架

け
替
え
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
（
都
市
建
設
課
長
）

　

法
律
で
橋
が
河
川
に
対

し
て
、
何
度
ま
で
と
決
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
範
囲

内
の
改
修
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
（
鶴
間
松
彦
議
員
）

　

旧
さ
く
ら
工
芸
の
跡
地

の
利
用
を
想
定
し
て
い
る

の
で
す
か
。

Ａ
（
産
業
振
興
課
長
）

　

家
具
産
業
の
育
成
を
目

的
に
、
人
材
育
成
と
、
他

の
振
興
活
用
を
図
る
事
業

費
と
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
（
鈴
木
哉
美
議
員
）

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
集
計
結
果
は
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の

公
表
は
。

Ａ
（
町
長
）

①
８
件
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

②
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ
（
飯
塚
達
央
議
員
）

　

今
後
の
具
体
策
は
い
つ

頃
に
な
る
の
で
す
か
。

定例会

万年橋
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指
定
管
理
者
の
指
定

　
「
東
川
町
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
」

の
管
理
者
と
な
る
団
体
は
、

株
式
会
社
東
川
振
興
公
社
で

す
。

被
表
彰
者
の
推
薦

善
行
表
彰

・
村
田 　

純
一　

氏

・
上
森 　
　

繁　

氏

・
横
山 　
　

正　

氏

・
佐
々
木 

彰
郎　

氏

・
富
居 　
　

茂　

氏

・
株
式
会
社
内
田
洋
行

・
浅
海
電
気
株
式
会
社

・
村
田
機
械
株
式
会
社

・
株
式
会
社
竹
村
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン

・
株
式
会
社
大
林
組

・
ソ
リ
ッ
ド
株
式
会
社

・
株
式
会
社
山
一
商
事

・
株
式
会
社
バ
リ
ュ
ー
ク
リ

エ
イ
ト

・
北
浜
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
株

式
会
社

一
般
功
労
表
彰

・
髙
橋 　

吉
彦　

氏

・
水
野 

ア
キ
ヱ　

氏

職
員
表
彰

・
山
方 

由
美
子　

氏

・
竹
部 　

修
司　

氏

・
中
山 　

善
敬　

氏

第
１
回
臨
時
会

（
３
月
29
日
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
第
10
号

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
18

億
７
８
６
２
万
円
を
増
額
し
、

総
額
は
１
３
７
億
４
６
９
２

万
円
で
、
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。

①
職
員
給
与
費

（
４
３
１
０
万
円
）

　

全
世
代
共
生
型
「
交
流
・

活
躍
・
健
康
」
プ
ラ
ザ
整
備

事
業
に
か
か
る
人
件
費
で
、

地
方
債
を
増
額
し
ま
す
。

②
「
写
真
の
町
」
ひ
が
し
か

わ
株
主
事
業（３

０
０
０
万
円
）

　

寄
附
金
の
投
資
額
が
増
え

た
こ
と
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
係
る
経
費
の
増

額
で
す
。

③
全
世
代
共
生
型
「
交
流
・

活
躍
・
健
康
」
プ
ラ
ザ
整
備

事
業（

12
億
６
７
４
９
万
円
）

　

子
育
て
支
援
の
強
化
、
健

康
寿
命
の
延
伸
な
ど
、
関
係

人
口
の
増
加
と
社
会
増
に
よ

る
人
口
維
持
を
図
る
た
め
に
、

複
合
型
施
設
整
備
費
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

④
第
二
小
学
校
校
舎
等
長
寿

命
化
改
良
事
業

（
２
億
７
０
８
２
万
円
）

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
の
採
択
に
伴
い
、
事
業
費

と
し
て
増
額
す
る
も
の
で
す
。

繰
越
明
許
費

社
会
福
祉
対
策
事
業

　
　
　
　
（
５
３
６
０
万
円
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

の
未
申
請
者
分
を
翌
年
度
に

繰
り
越
す
も
の
で
す
。

Ｑ
（
正
満
正
義
議
員
）

　

一
般
財
源
と
そ
の
見
通

し
は
。

Ａ
（
保
健
福
祉
課
長
）

　

総
額
は
、
４
億
２
１
７

４
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
５
年
度
ま
で
に
、

５
億
か
ら
５
億
５
０
０
０

万
円
の
積
立
を
目
標
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
（
鈴
木
哉
美
議
員
）

　

未
申
請
者
分
は
何
世
帯

分
で
す
か
。

Ａ
（
保
健
福
祉
課
長
）

　

補
正
予
算
で
は
１
４
５

０
世
帯
分
で
、
執
行
済
み

は
１
０
６
０
世
帯
で
す
。

Ａ
（
町
長
）

　

総
合
的
に
計
画
を
し
、

効
果
が
上
が
る
よ
う
年
内

早
い
時
期
に
計
画
を
樹
立

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

全世代共生型“交流×活躍×健康”プラザ(仮) 整備事業

定例会・臨時会
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ゼロカーボンに取り組む適疎な町宣言

「ゼロカーボンに取り組む適疎な町宣言」

近年 世界各地では猛暑や豪雨など
地球温暖化が原因とみられる異常気象による災害が多発しており

もはや「気候危機」と言うべき深刻な状況は
これまでに経験したことのない豪雨や台風などにより

私たちの町もその影響を受けています
気候変動への対応として 2015 年 12月に採択された「パリ協定」によって
2020年以降の温室効果ガス排出削減のための国際的な枠組みが規定され

2021年 11月に開催されたＣＯＰ26では
「1.5℃ 目標」に向かって世界が努力することが正式に合意され
この目標を達成するための取組が世界全体で加速化しています

大雪山の麓で生きる私たちは
「顔が見え　挨拶を交わし　会話が弾む　自分らしく生きるための仲間　時間　空間」

がある「適疎な町」を目指し
二酸化炭素の吸収源である豊富な森林に守られながら

地下水の恵みにより豊かな生活を営み
「自然」「人」「文化」が調和する町づくりを進めてきました

私たちは　この自然豊かな地域を未来へ繋ぐこと
将来に渡って安心して暮らすことのできる持続可能な社会を実現するため

この町で暮らす一人ひとりが「共に」
気候変動の原因となる温室効果ガス削減に取り組むことで

2030年の削減目標を確実に達成し
2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロの実現を目指すことをここに宣言します

2022年３月７日　写真文化首都「写真の町」ひがしかわ　
（令和４年３月７日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

平
成
29
年
の
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
書
に
よ
る
と
、

公
共
施
設
は
３
３
８
施
設
、

延
床
面
積
９
万
５
千
㎡
と
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
ど
れ
く

ら
い
増
え
て
い
ま
す
か
。

　

全
国
平
均
で
人
口
一
人
当

た
り
公
共
建
物
の
延
床
面
積

は
３
・
４
２
㎡
と
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
人
口
減
少
時
代

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民

が
高
負
担
と
な
ら
な
い
公
共

施
設
の
数
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町　

長

　

平
成
29
年
時
点
と
比
較
す

る
と
公
共
施
設
は
８
棟
、
延

べ
面
積
で
約
４
千
２
５
５
㎡

増
え
て
お
り
、
町
民
一
人
当

た
り
の
公
共
建
物
延
床
面
積

は
12
・
１
㎡
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
民
に
と
っ
て
全
て
必
要

な
施
設
と
考
え
る
の
で
、
町

民
一
人
当
た
り
の
数
値
に
つ

い
て
は
、
全
国
平
均
よ
り
高

い
低
い
と
議
論
を
す
る
こ
と

は
意
味
が
無
い
と
思
い
ま
す
。

質　

問

　

管
理
計
画
書
で
は
、「
公

共
施
設
な
ど
は
維
持
管
理
に

も
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
た
め
、

む
や
み
に
施
設
を
増
や
さ
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
適

正
な
総
量
の
範
囲
内
で
管
理

運
営
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、

「
適
正
な
総
量
の
範
囲
内
」

と
は
何
で
す
か
。

町　

長

　
「
適
正
な
総
量
の
範
囲
内
」

と
は
、
時
代
が
変
わ
れ
ば
数

値
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、

総
量
を
数
字
で
表
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

質　

問

　

５
年
前
の
管
理
計
画
書
の

中
で
、
公
共
施
設
等
の
維
持

管
理
に
係
る
財
政
負
担
軽
減

を
検
討
し
ま
す
と
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、
５
年
間
経
過
し

て
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

ま
す
か
。

町　

長

　

人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
お

の
ず
と
町
民
一
人
当
た
り
の

負
担
は
重
く
な
る
の
で
、
人

口
が
減
ら
な
い
よ
う
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
類
似
施
設
が
重

複
し
て
い
な
い
の
で
施
設
の

整
理
統
合
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。質　

問

　

管
理
計
画
は
、
30
年
間
分

の
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
時

代
が
進
め
ば
状
況
も
変
化
す

る
の
で
定
期
的
に
現
状
を
評

価
し
、
計
画
の
見
直
し
な
ど

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

大
幅
に
計
画
を
見
直
し
し

な
け
れ
ば
計
画
が
進
ま
な
い

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

質　

問

　

管
理
計
画
書
は
平
成
29
年

当
時
の
も
の
で
あ
る
の
で
、

町
民
が
現
在
の
状
況
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
計
画
書
の
数

値
を
改
め
る
な
ど
必
要
に
応

じ
て
計
画
書
を
更
新
、
見
直

し
が
で
き
る
町

に
な
り
ま
せ
ん

か
。町　

長

　

現
在
の
数
値

に
更
新
す
る
こ

と
は
容
易
で
あ

り
ま
す
が
、
数

値
を
更
新
す
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

数
値
を
更
新
す
る
こ
と
で

町
民
に
素
晴
ら
し
い
夢
と
希

望
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
早
急
に
数
値
を

更
新
し
ま
す
。

　

町
民
は
町
の
現
状
に
つ
い

て
、
計
画
書
以
外
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
で
知
り
得
る

こ
と
も
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
、
新
た
に
公
共
施
設

の
管
理
運
営
の
現
状
と
あ
り

方
に
つ
い
て
資
料
を
作
成
し

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

適
疎
推
進
課
か
ら
も
安
定

的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

杉 本 　岳 大

問問答答
適
正
な
公
共
施
設
の
数
は

適
正
な
公
共
施
設
の
数
は

数
値
化
は
で
き
ま
せ
ん

数
値
化
は
で
き
ま
せ
ん

公共施設等総合管理計画書

一般質問
（４議員が登壇）

東川町議会報 193 号（8）



（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

勤
労
者
の
賃
金
が
減
少
し

て
い
る
な
か
、
子
育
て
世
帯

は
教
育
費
な
ど
も
高
騰
し
、

深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
の
助
成
を
し
ま
せ
ん
か
。

町　

長

　

給
食
費
は
年
間
８
８
０
０

万
円
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

か
ら
４
６
０
０
万
円
頂
い
て

い
ま
す
の
で
、
４
２
０
０
万

円
の
助
成
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

給
食
費
の
無
償
化
は
現
状

で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

　

一
食
あ
た
り
、
小
学
校
で

２
７
０
円
、
中
学
校
で
３
１

０
円
頂
い
て
い
ま
す
が
、
昨

今
の
食
材
費
の
高
騰
に
よ
り
、

町
の
持
ち
出
し
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

食
材
の
考
え
方
は
、
出
所

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
、

町
内
、
道
内
、
国
内
産
で
、

海
外
産
は
基
本
的
に
使

用
し
て
い
ま
せ
ん
。

質　

問

　

今
年
度
の
予
算
で
は
、

小
学
校
で
２
９
８
０
万

円
、
中
学
校
で
は
１
６

７
０
万
円
で
す
。

　

保
護
者
負
担
の
４
６

０
０
万
円
を
町
の
や
り

繰
り
で
な
ん
と
か
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
１
億
９
７

０
０
万
円
が
国
か
ら
消

費
税
の
地
方
分
と
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
活
用
し
て
給
食
費

の
無
償
化
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

町　

長

　

子
育
て
支
援
や
子
育
て
の

教
育
な
ど
優
先
的
に
使
い
、

可
処
分
所
得
が
減
っ
た
家
庭

に
対
す
る
支
援
は
一
時
的
な

も
の
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

恒
久
的
な
も
の
と
し
て
は
、

地
方
交
付
税
の
交
付
金
を
使

っ
て
、
弱
者
の
対
策
、
交
通

対
策
、
医
療
費
も
そ
う
で
す

し
、
優
先
順
位
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

質　

問

　

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法

が
改
正
さ
れ
、
全
自
治
体
が

削
減
計
画
を
持
つ
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
に
対
し
て
排
出
量
の
削

減
目
標
が
提
起
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
数
値
は
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

町　

長

　

２
０
１
３
年
か
ら
２
０
３

０
年
ま
で
46
パ
ー
セ
ン
ト
を

削
減
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
町
で
発
生
し
て
い
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
９
万

６
０
０
０
ｔ
、
吸
収
量
が
４

万
１
０
０
０
ｔ
で
、
２
０
３

０
年
の
目
標
値
は
４
万
９
０

０
０
ｔ
で
す
の
で
、
差
引
で

６
０
０
０
ｔ
が
目
標
と
な
り

問問答答
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
取
り
組
み
は

ラ
ル
の
取
り
組
み
は

６
０
０
０
ｔ
の

６
０
０
０
ｔ
の

削
減
目
標

削
減
目
標

ま
す
。

質　

問

　

平
成
27
年
に
町
が
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

公
有
施
設
で
の
排
出
量
は
、

合
計
３
６
８
５
ｔ
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
計
画
、
策
定
だ

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
主
な
内
容
を
伺

い
ま
す
。

町　

長

　

一
人
ひ
と
り
が
「
共
に
」

取
り
組
ん
で
い
く
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

年
内
に
小
中
高
校
や
自
治

振
興
会
な
ど
で
十
分
議
論
し

て
い
た
だ
き
、
家
庭
、
地
域
、

学
校
、
職
場
で
そ
れ
ぞ
れ
何

が
で
き
る
か
考
え
て
積
み
重

ね
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

吸
収
量
を
増
や
す
こ
と
は
、

森
林
機
能
が
大
き
な
役
割
を

担
う
と
思
い
ま
す
が
、
木
を

活
か
す
こ
と
、
森
を
育
て
る

こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

鶴 間 　松 彦

一般質問

問問答答
学
校
給
食
費
の
助
成
を

学
校
給
食
費
の
助
成
を

現
状
で
は
厳
し
い

現
状
で
は
厳
し
い
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質　

問

　

不
登
校
小
中
学
生
の
現
状

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
現
在
の
人
数
は
。

②
今
年
度
の
支
援
成
果
は
。

③
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

教
育
長

①
東
川
小
学
校
４
名
、
中
学

校
24
名
で
す
。

②
こ
こ
り
ん
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
小
学
生
と
、

別
室
と
し
て
設
け
た
会
議
室

に
登
校
可
能
な
中
学
生
が
い

ま
す
。

　

２
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
交

流
セ
ン
タ
ー
内
に
相
談
室
を

設
け
、
学
習
の
場
に
も
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
、
不

登
校
小
中
学
生
が
通
室
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
で
学
べ
る
中
学
生
は

自
宅
で
リ
モ
ー
ト
授
業
を
受

講
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
４
月
か
ら
は
、
相
談
室
を

教
育
支
援
室
と
し
、
ス
タ
ッ

フ
増
強
も
考
慮
、
教
職
員
研

修
の
充
実
、
フ
ル
タ
イ
ム
の

不
登
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
は
別
に
新
た
に

置
く
こ
と
や
、
自
学
自
習
で

き
る
よ
う
民
間
の
学
習
ア
プ

リ
の
提
供
な
ど
、
何
が
そ
の

子
に
と
っ
て
良
い
か
を
検
討

し
な
が
ら
関
係
機
関
と
連
携

し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質　

問

　

町
立
日
本
語
学
校
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
日
本
語
能
力
検
定
試
験
合

格
率
に
つ
い
て
。

②
教
員
の
研
修
実
施
状
況
は
。

③
授
業
評
価
、
学
校
の
運
営

評
価
の
実
施
方
法
は
。

町　

長

①
国
内
合
格
率
を
上
回
る
結

果
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

②
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
、

教
員
同
士
で
の
内
部
研
修
、

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

③
学
生
に
対
し
定
期
的
に
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
、
結
果
分
析
し
指
導
に

役
立
て
て
お
り
、
学
校
運
営

評
価
の
自
己
点
検
も
し
て
い

ま
す
。

再
質
問

　

学
校
運
営
の
情
報
を
も
っ

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
し
、
町
民
の
授
業
参
観
や

授
業
モ
ニ
タ
ー
な
ど
生
涯
学

習
と
し
て
も
、
地
域
に
開
か

質　

問

　

香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症

に
つ
い
て
、
町
の
対
策
と
認

識
を
伺
い
ま
す
。

れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
目
指
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

町　

長

　

公
開
可
能
な
情
報
は
公
開

に
努
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
な
が
ら
留
学
生

の
能
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

町　

長

　

今
年
度
、
第
三
小
長
寿
命

化
工
事
の
塗
料
に
給
食
調
理

員
が
反
応
し
た
た
め
、
臭
い

が
収
ま
る
ま
で
東
川
小
か
ら

給
食
を
運
搬
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
な
る
べ
く
臭
い
が
発

生
し
な
い
も
の
を
工
事
に
使

う
と
と
も
に
、
新
築
や
改
修

し
た
公
共
施
設
で
発
生
し
た

場
合
は
、
そ
の
除
去
に
努
め

ま
す
。

　

多
く
の
方
に
化
学
物
質
過

敏
症
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
、
国
が
５
省
庁
連

名
で
発
行
し
た
啓
発
材
を
活

用
し
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
通
じ
て
発
信
し
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

開
か
れ
た
町
立

開
か
れ
た
町
立

日
本
語
学
校
に

日
本
語
学
校
に

香
害
・
化
学
物
質

香
害
・
化
学
物
質

過
敏
症
対
策
を

過
敏
症
対
策
を

情
報
公
開
と
地
域

情
報
公
開
と
地
域

の
交
流
に
努
め
る

の
交
流
に
努
め
る

広
報
や
ホ
ー
ム

広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
啓
発

ペ
ー
ジ
で
啓
発

鈴 木 　哉 美

一般質問

問問答答
不
登
校
小
中
学
生
の
支
援
は

不
登
校
小
中
学
生
の
支
援
は

新
年
度
さ
ら
に
増
強
予
定

新
年
度
さ
ら
に
増
強
予
定
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（
一
問
一
答
方
式
）

質　

問

　

農
林
水
産
省
は
２
０
２
２

年
か
ら
水
田
活
用
の
直
接
交

付
金
の
上
限
を
減
額
、
２
０

２
６
年
ま
で
稲
作
の
た
め
一

度
も
水
張
り
を
行
わ
な
い
農

地
は
交
付
対
象
か
ら
除
外
す

る
と
通
達
さ
れ
、
突
然
の
制

度
見
直
し
に
農
業
者
は
戸
惑

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
業
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

国
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
昭
和
44
年
か
ら
休
耕
制

度
が
始
ま
り
、
転
作
へ
と
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
制
度
見
直
し
は
無

茶
だ
と
考
え
ま
す
。

　

経
営
を
安
定
さ
せ
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
国
の
政
策
に

基
づ
い
て
展
開
し
て
き
て
稲

作
、
畑
作
を
す
み
分
け
し
な

が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

道
農
政
部
で
は
、
関
係
機

関
、
団
体
が
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
は
町
村
会
も
入

っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
守
る
こ
と
は
国
の

安
全
保
障
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

質　

問

　

今
年
の
転
作
面
積
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

　

長
年
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
水
利
施
設
の
整
備
を
町
も

協
力
で
き
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

　

令
和
４
年
度
見
込
み
で
は
、

制
度
改
正
に
伴
う
生
産
の
目

安
で
、
転
作
は
前
年
よ
り
増

え
て
い
ま
す
。

　

水
田
総
面
積
見
込
み
で
約

２
８
０
０
ha
の
う
ち
６
３
０

ha
が
米
以
外
の
転
作
面
積
と

な
り
ま
す
。

質　

問

　

土
地
改
良
区
の
水
利
費
の

減
免
や
転
作
に
な
ら
な
い
農

地
の
地
目
変
更
は
希
望
す
れ

ば
協
力
で
き
ま
す
か
。

町　

長

　

経
常
的
な
経
営
の
中
で
、

ま
ず
は
調
達
を
し
て
い
た
だ

く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
目
変
更
の
関
係
で
す
が
、

農
地
は
簡
単
に
は
変
更
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会

　

賦
課
金
を
払
っ
て
い
る
が

水
田
に
な
り
づ
ら
い
と
こ
ろ

は
、
現
在
30 

ha
ほ
ど
あ
り
ま

す
。

　

改
良
区
で
は
５
年
後
の
水

張
り
に
向
け
て
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
も
遊

休
農
地
の
防
止
と
い
う
仕
事

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
地

目
は
田
と
し
て
残
し
て
お
き

た
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

藤倉　智恵子

一般質問

問問答答
水
田
活
用
交
付
金
の
見
直
し
の
見
解
は

水
田
活
用
交
付
金
の
見
直
し
の
見
解
は

国
の
安
全
保
障
に
つ
な
が
る

国
の
安
全
保
障
に
つ
な
が
る
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◎
調
査
日

　

令
和
４
年
１
月
25
日

◎
調
査
内
容

①
小
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発

生
の
対
応
に
つ
い
て

②
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

③
町
民
対
象
の
健
康
維
持
活

動
に
つ
い
て

④
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

⑤
わ
く
わ
く
プ
レ
イ
ス
に
つ

い
て

⑥
教
職
員
の
現
状
に
つ
い
て

◎
調
査
の
意
見

　

い
じ
め
問
題
は
本
町
に
お

い
て
は
大
き
な
問
題
は
起
き

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
今
後
も
十
分
に
児
童
、

生
徒
の
動
向
を
把
握
し
適
切

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

Ｒ
-
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
が
行
っ

て
い
る
健
康
維
持
活
動
は
、

「
大
変
良
い
企
画
で
、
体
の

調
子
が
良
く
な
っ
た
」
な
ど

の
町
民
の
声
も
聞
か
れ
る
。

　

引
き
続
き
、
町
民
の
希
望

も
聴
き
な
が
ら
継
続
、
発
展

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

併
せ
て
、
現
役
世
代
に
も

要
求
が
強
い
こ
と
か
ら
、
現

役
世
代
の
要
望
を
調
査
し
な

が
ら
利
用
可
能
な
曜
日
や
時

間
帯
な
ど
を
考
慮
し
、
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
た
企

画
も
検
討
し
て
ほ
し
い
と
考

え
る
。

　

今
後
、
指
導
者
を
育
成
し

継
続
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
導
入
は
、
特
に
低
学
年
で

は
健
康
管
理
も
危
惧
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
時
間

や
使
用
方
法
な
ど
の
基
準
、

健
康
管
理
に
つ
い
て
、
十
分

教
育
し
て
運
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

ま
た
、
読
む
、
書
く
、
等

の
基
本
操
作
が
重
要
視
さ
れ

て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
使
い
過
ぎ
が
脳

の
発
達
に
も
良
く
な
い
と
い

う
研
究
も
あ
り
、
十
分
配
慮

し
て
導
入
・
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

通
学
時
の
重
た
い
カ
バ
ン

問
題
を
解
決
す
べ
く
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
へ
の
転
換
が
早
期

に
望
ま
れ
る
。

　

不
登
校
児
童
や
、
コ
ロ
ナ

な
ど
で
自
宅
待
機
時
の
遠
隔

授
業
の
本
格
導
入
に
向
け
て

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

学
校
教
育
の
現
場
で
は
、

児
童
・
教
師
と
の
状
況
に
応

じ
た
多
様
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
教
職
員
の
負
担

は
益
々
増
え
て
き
て
い
る
。

　

必
要
に
応
じ
て
個
別
な
対

応
も
重
視
し
て
い
た
だ
き
、

教
職
員
に
必
要
な
研
修
や
人

員
の
増
員
な
ど
十
分
配
慮
し
、

教
職
員
の
職
場
環
境
、
健
康

管
理
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

不
登
校
の
原
因
は
多
種
多

様
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
配
置
も
あ
り
奮
闘

さ
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
必
要
に
応
じ
て

増
員
す
る
な
ど
対
応
に
つ
い

て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
能
力
に
応
じ
て
、
良
い
点

を
引
き
出
し
、
進
む
道
を
見

出
せ
る
よ
う
な
き
め
細
か
な

指
導
・
援
助
を
期
待
す
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
書

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
書

委員会報告

タブレットを使った学習の様子
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◎
調
査
日

　

令
和
４
年
２
月
２
日

◎
調
査
内
容

　

町
に
お
け
る
除
雪
対
策
の

現
状
・
課
題
に
つ
い
て

①
除
雪
人
員
・
時
間
・
予
算

・
実
施
方
法
な
ど
近
年
の

変
化
に
つ
い
て

②
公
共
施
設
が
増
え
る
こ
と

に
よ
る
除
雪
作
業
へ
の
影

響
に
つ
い
て

③
間
口
・
戸
口
除
雪
に
つ
い

て
◎
調
査
の
意
見

　

本
町
の
除
雪
は
、
丁
重
に

行
わ
れ
て
お
り
冬
期
間
の
交

通
の
安
全
に
寄
与
し
て
い
る

が
、
新
規
宅
地
造
成
等
で
、

市
街
地
の
除
雪
延
長
は
伸
び

て
い
る
。

　

交
通
量
の
多
く
な
る
時
間

前
に
完
了
さ
せ
る
た
め
、
担

当
場
所
の
負
担
が
増
え
る
と

そ
の
分
危
険
も
増
え
る
こ
と

か
ら
今
後
増
員
、
増
車
な
ど

の
余
裕
を
も
っ
た
作
業
体
制

が
必
要
と
考
え
る
。

　

一
回
の
排
雪
に
係
る
日
数

は
概
ね
14
日
間
か
か
る
た
め
、

新
規
に
堆
積
場
所
を
設
け
た

り
、
カ
ッ
ト
排
雪
な
ど
の
対

策
で
日
数
の
短
縮
に
努
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

排
雪
ダ
ン
プ
の
往
来
を
分
散

さ
せ
る
こ
と
で
、
春
先
の
道

路
の
補
修
費
削
減
に
も
な
り

今
後
も
継
続
が
望
ま
れ
る
。

　

近
年
、
民
間
除
雪
で
は
人

材
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
が
、

本
町
で
は
通
年
、
冬
季
の
職

員
の
変
化
は
な
く
安
定
し
て

い
る
。

　

出
動
計
画
の
明
確
化
や
大

型
除
雪
車
両
の
後
方
死
角
対

策
の
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
、
冬

季
臨
時
職
員
の
賃
金
体
系
の

見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
安
全
対
策
、
人

員
確
保
な
ど
を
継
続
し
、
快

適
で
安
全
な
道
路
維
持
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

高
齢
者
事
業
団
で
除
雪
作

業
を
引
き
受
け
る
人
が
不
足

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
し

く
み
づ
く
り
や
啓
発
の
取
り

組
み
も
大
切
で
あ
る
。

　

除
排
雪
に
か
か
る
日
数
や

道
路
維
持
補
修
の
経
費
を
増

や
さ
ず
に
生
活
に
不
便
を
与

え
な
い
レ
ベ
ル
の
除
排
雪
が

カ
ッ
ト
排
雪
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
広
報
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
書

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告
書

委員会報告
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ロシアによるウクライナへのロシアによるウクライナへの
軍事侵略を非難し軍事侵略を非難し

ロシア軍の即時撤退を求める決議ロシア軍の即時撤退を求める決議

　ロシアは、我が国を含む国際社会が強く自制を求める中、本年２
月 24日、ウクライナを侵略しました。
　ロシア軍によるウクライナへの侵略は、武力による一方的な現状
変更を認めないとの国際秩序の根幹を揺るがしかねない、極めて深
刻な事態であると同時に、武力の行使を禁止している国際法、及び
「主権の尊重」「領土の保全」「武力行使の禁止」を義務付けた国連
憲章にも違反するものであり、到底許されるものではなく強く非難
します。
　さらに、ロシアは世界各国からの非難や攻撃中止の要請を無視し、
首都キエフなどウクライナ各地を攻撃し、幼い子供を含めて大勢の
国民が死亡したと報道されており、人道的にも許されることではな
く、強く抗議するものです。
　また、プーチン大統領が、核使用を前提とするかのような発言を
していることや、原子力発電所関連施設を攻撃した事実は、唯一の
被爆国の議会として厳しく非難するものです。
　よって、平和宣言ともいえる「共に」宣言をしている東川町の議
会としては、ロシア軍によるウクライナへの侵略を強く非難すると
ともに、即時に攻撃を停止し、部隊の撤退を強く求めるものです。

　以上、決議します。

令和４年３月 14日　　
北海道上川郡東川町議会

決　議
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①
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
、

大
規
模
な
恣
意
的
勾
留
、

人
権
弾
圧
が
中
国
当
局
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
国
際
社
会
は
深
く
憂

慮
し
て
お
り
、
国
連
の
人

種
差
別
撤
廃
委
員
会
は
、

平
成
30
年（
２
０
１
８
年
）

９
月
、
中
国
に
関
す
る
総

括
所
見
を
発
表
し
、
多
数

の
ウ
イ
グ
ル
人
や
ム
ス
リ

ム
系
住
民
が
法
的
手
続
き

な
し
に
長
期
に
わ
た
っ
て

強
制
収
容
さ
れ
て
「
再
教

育
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
直
ち

に
日
本
政
府
と
し
て
調
査

す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ

と
。

①
「
北
海
道
医
療
計
画
」
第

３
章
第
10
節
の
３
「
必
要

な
医
療
機
能
」
に
示
さ
れ

た
「
正
常
分
娩
等
に
対
し

安
全
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
の
、
周
産
期
医
療
関

連
施
設
間
の
連
携
」
を
早

急
に
実
現
す
べ
く
、
道
内

の
周
産
期
医
療
に
お
け
る

助
産
所
の
位
置
づ
け
を
明

示
し
、
嘱
託
医
や
嘱
託
医

療
機
関
確
保
の
た
め
の
体

制
構
築
、
緊
急
搬
送
先
体

制
の
確
保
を
す
る
こ
と
。

①
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
着
実
に
行
う
こ

と
。

②
海
水
温
上
昇
に
伴
う
水
産

漁
業
等
被
害
の
実
態
調
査

を
行
う
こ
と
。

③
被
害
対
策
の
策
定
と
支
援

を
行
う
こ
と
。

④
長
期
的
な
水
産
振
興
策
の

策
定
と
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑤
赤
潮
発
生
に
よ
る
被
害
対

策
と
漁
業
支
援
及
び
地
域

支
援
を
行
う
こ
と
。

⑥
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
飲

食
店
自
主
規
制
に
よ
り
魚

価
安
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
水
産
漁
業
関
連
、

地
域
経
済
に
対
し
、
緊
急

の
経
済
支
援
策
を
行
う
こ

と
。

①
昨
年
11
月
、
農
水
省
は
来

年
度
か
ら
の
「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
」
見

直
し
を
発
表
し
、
こ
の
見

直
し
で
多
く
の
農
家
に
大

き
な
不
安
が
広
が
っ
て
お

り
、
地
域
農
業
の
実
態
に

即
し
た
政
策
の
転
換
と
、

水
田
活
用
の
直
接
交
付
金

の
見
直
し
方
針
の
再
検
討

を
行
う
こ
と
を
政
府
に
対

し
て
強
く
求
め
る
こ
と
。

意
見
書
を
採
択
し
、
議
長
名
で
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣

及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
大
臣
、
北
海
道
知
事
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

助
産
所
に
お
け
る

出
産
の
体
制
確
立

を
求
め
る
意
見
書

地
球
温
暖
化
、
海
水
温

上
昇
に
伴
う
水
産
漁
業

被
害
の
解
明
と
支
援
策

を
求
め
る
意
見
書

「
水
田
活
用
の
直
接
交

付
金
見
直
し
」
の
再
検

討
を
求
め
る
意
見
書

中
華
人
民
共
和
国
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
調
査
を
求

め
る
意
見
書

意見書

●●●●●●●●議会を傍聴しませんか●●●●●●●●
次回は６月16日～17日の予定です。

町議会では、町民の暮らしに関する重要な事柄が審議されています。
　議場は、役場３階、傍聴席はコロナ対策で15席程度に限定しています。
　団体の傍聴は、資料の準備もありますので、事前にお知らせください。

議会事務局
82－2111
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　（令和４年３月７日～ 14日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・13,668,000千円（前年度比35.95％増）とする
・251,000千円（前年度比5.91％増）とする
・705,000千円（前年度比64.34％増）とする

原案可決
〃
〃

・420,175千円を増額し、総額11,868,305千円とする
・20,408千円を増額し、総額296,775千円とする
・14,000千円を減額し、総額445,013千円とする

原案可決
〃
〃

・体験農園、管理棟、駐車場の整備に伴う条例の制定
・廃止される「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」の引用規定の改正
・「非常勤職員の育児休業・介護休暇等の取得要件の緩和」、「育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に
関する措置」についての改正
・土地開発基金積み立ての上限額を「1億5,500万円」から「2億円」に増額する改正
・軽自動車税種別割の納期を７月１日から同月31日までとなっているものを６月１日から同月30日まで
に変更する改正
・公共施設の使用料及び諸証明の交付に伴う手数料見直しに伴う改正
・上川中部福祉事務組合の上川町村等公平委員会加入に伴う規約の改正
・育児、介護など議会への欠席事由の明確化、出産に係る産前・産後の欠席期間の規定、議会への請願手
続きにおける押印の義務付けを、署名又は記名押印に改正

原案可決
〃
〃

〃
〃

〃
〃
〃

・善行表彰５名９法人（村田純一氏、上森　繁氏、横山　正氏、佐々木彰郎氏、富居　茂氏、株式会社内
田洋行、浅海電気株式会社、村田機械株式会社、株式会社竹村コーポレーション、株式会社大林組、
　ソリッド株式会社、株式会社山一商事、株式会社バリュークリエイト、北浜グローバル経営株式会社）、
一般功労表彰２名（高橋吉彦氏、水野アキヱ氏）職員表彰３名（山方由美子氏、竹部修司氏、中山善敬氏）

原案同意

・東川町北町３丁目宅地造成に伴う道路新設における廃止及び認定、キトウシ高原ホテルへアクセスする
道路の認定
・2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロの実現を目指す宣言
・辺地地区における事業計画内容の変更（３次変更）
・東川町ゆめファームの管理を株式会社東川振興公社に指定
・軍事侵略非難とロシア軍の即時撤退を求める決議

原案可決

〃
〃
〃
〃

・藤倉智恵子議員より、意見書について趣旨説明

・畑中雅晴議員より、意見書について趣旨説明

原案可決

〃

・総務文教常任委員長より、調査活動の結果について報告
・産業建設常任委員会委員長より、調査活動の結果について報告

報 告 済
〃

・総務文教・産業建設・議会運営の各委員長からの申し出 原案可決

　（令和４年３月 29日）
議　　　　　決　　　　　の　　　　　内　　　　　容 結　　果

・1,878,616千円を増額し、総額13,746,921千円とする 原案可決

区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第２回全員協議会 令和４年２月24日
１）適疎な町の地域人口確保に向けた検討について
２）防災用情報伝達端末貸与事業（案）について
３）東川サテライトオフィス群整備事業について

第３回全員協議会 令和４年２月28日
１）令和４年度予算の概要について
２）令和４年度大雪地区広域連合予算の概要について
３）キトウシ保養施設建設について

第４回全員協議会 令和４年３月９日 １）ロシアによるウクライナへの軍事侵略を非難しロシア軍の即時撤退を
求める決議案について
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第１回定例会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

当初予算
・令和４年度　東川町一般会計予算について
・令和４年度　東川町公共下水道事業特別会計予算について
・令和４年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計予算について

補正予算
・令和３年度　東川町一般会計補正予算（第９号）について
・令和３年度　東川町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について
・令和３年度　国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第５号）について

条 例 等

・東川町ゆめファーム条例の制定について
・東川町個人保護条例の一部を改正する条例の制定について
・職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

・東川町基金条例の一部を改正する条例の制定について
・東川町税条例の一部を改正する条例の制定について

・東川町使用料及び手数料の改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
・上川町村等公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約について
・東川町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

人事案件

・被表彰者の推薦について

そ の 他
案 件

・町道路線の廃止及び認定について

・ゼロカーボンに取り組む適疎な町宣言について
・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
・指定管理者の指定について
・ロシアによるウクライナへの軍事侵略を非難しロシア軍の即時撤退を求める決議について

意 見 書

・中華人民共和国による人権侵害問題に対する調査を求める意見書について
・助産所における出産の体制確立を求める意見書について
・地球温暖化、海水上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書について
・「水田活用の直接交付金見直し」の再検討を求める意見書について

調査報告 ・学校教育及び生涯学習推進分野における現状について
・東川町における除雪対策の現状・課題について

そ の 他 ・閉会中の所管事務等調査の申し出

全員協議会の開催状況
区　　　分 開　　催　　日 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名

第１回全員協議会 令和４年２月２日

１）令和４年度一般会計予算編成の状況について
２）新型コロナウイルス感染症の感染に係る経過等について
３）ワクチンについて
　　・新型コロナウイルスワクチンの追加接触（３回目接種）について
　　・インフルエンザワクチンの状況（接種状況など）
４）住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について
５）民生委員児童委員の一斉改選について
６）適疎な町の地域人口確保に向けた検討について
７）防災用情報伝達端末貸与事業（案）について
８）財産の取得について
９）カントリーエレベーター建設事業（東川町農協）について
10）（仮称）東川町ゆめファームの開設について
11）東川サテライトオフィス群整備事業について
12）ふるさと納税等の状況について
13）その他
　　・研究開発学校における今後の取り組みについて
　　・ＫＡＧＵの家の工期変更について

第１回臨時会の議案審議結果
区　　分 議　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　名

補正予算 ・令和３年度　東川町一般会計補正予算（第10号）について
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２月

３月

４月

２日　産業建設常任委員会所管事務調査
　　　第１回全員協議会
　　　東川高校振興に関する勉強会
10日　上川町村議会議長会定期総会（旭川市）
18日　第１回議会運営員会
21日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
24日　第２回全員協議会
　　　第２回議会運営委員会
28日　第３回全員協議会
　　　定例会前各常任委員会

４日　第３回議会運営委員会
７日　令和４年東川町議会第１回定例会（１日目）
８～10日　各常任委員会 令和４年度予算等議案調査
14日　令和４年東川町議会第１回定例会（２日目）
23日　一部事務組合・大雪地区広域連合定例会（美瑛町）
25日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
29日　令和４東川町議会第１回臨時会

７日　議会報編集特別委員会（１回目）
８日　春の交通安全祈願祭
13日　令和４年東川町議会第２回臨時会
14日　議会報編集特別委員会（２回目）
15日　北海道神宮神饌田播種祭
21日　議会報編集特別委員会（３回目）
22日　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
28日　令和４年東川町議会第３回臨時会

　「KAGUの家」外観

「KAGUの家」内部　

「KAGUの家」議員内覧のようす　　

発行：東川町議会／編集：議会報編集特別委員会　〒071-1492 北海道上川郡東川町東町１丁目 ☎0166-82-2111

会議の記録はせんとぴゅあⅡ閲覧室とホームページで見ることができます。
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